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(57)【要約】
【課題】画像の色が反転するのを抑制しながら、画像デ
ータを正確に表示ことが可能な液晶表示装置を提供する
。
【解決手段】この液晶表示装置１００は、液晶５０を挟
むように配置された一方および他方の基板２０（４０）
と、一方の基板２０の透過領域１１ａに設けられた透過
表示用画素電極１４ａおよび透過表示用共通電極１５ａ
と、一方の基板２０の反射領域１１ｂに設けられた反射
表示用画素電極１４ｂと、他方の基板４０の反射領域に
設けられた反射表示用共通電極１５ｂと、基板２０（４
０）に配置された透過表示用画素電極１４ａおよび反射
表示用画素電極に印加する階調信号を制御する駆動ＩＣ
２とを備え、駆動ＩＣ２は、透過表示用共通電極１５ａ
および反射表示用共通電極１５ｂにそれぞれ互いに反転
させた共通電位信号を同時に印加するＣＯＭアンプ２ｆ
と、表示モードに応じて、透過領域１１ａおよび反射領
域１１ｂのいずれか一方に適するように階調信号をガン
マ調整するためのガンマ調整部２ｇとを含む。
【選択図】図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透過領域および反射領域を有する複数の画素が設けられるとともに、液晶を挟むように
配置された一方および他方の基板と、
　前記一方の基板の透過領域に設けられ、前記液晶に階調信号を印加するための透過表示
用画素電極および共通電位信号を印加するための透過表示用共通電極と、
　前記一方の基板の反射領域に設けられ、前記液晶に階調信号を印加するための反射表示
用画素電極と、
　前記一方または他方の基板の反射領域に設けられ、前記液晶に共通電位信号を印加する
ための反射表示用共通電極と、
　前記透過表示用画素電極および前記反射表示用画素電極に印加する階調信号を制御する
駆動回路とを備え、
　前記駆動回路は、
　前記透過表示用共通電極および前記反射表示用共通電極にそれぞれ互いに反転させた共
通電位信号を同時に印加する共通電位供給部と、
　表示モードに応じて、前記透過領域および前記反射領域のいずれか一方に適するように
前記階調信号をガンマ調整するためのガンマ調整部とを含む、液晶表示装置。
【請求項２】
　前記透過表示用画素電極は透過表示用スイッチング素子の出力端子に接続され、
　前記反射表示用画素電極は反射表示用スイッチング素子の出力端子に接続され、
　同じ画素の前記透過表示用スイッチング素子および前記反射表示用スイッチング素子の
制御端子および入力端子は、それぞれ同じ制御信号線および前記階調信号が印加される同
じ信号線に接続されている、請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記ガンマ調整部は、主に前記透過領域により画像を表示する前記透過モード時には、
前記透過モード時用のガンマ調整値に基づいてガンマ調整を行うとともに、前記反射領域
により画像を表示する反射モード時には、前記反射モード時用のガンマ調整値に基づいて
ガンマ調整を行うように構成されている、請求項１または２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記ガンマ調整部は、前記透過モード用のガンマ調整値を記憶する透過モード記憶部と
、前記反射モード用のガンマ調整値を記憶する反射モード記憶部とをさらに含む、請求項
３に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記ガンマ調整部は、
　前記透過モード記憶部および前記反射モード記憶部のいずれか一方に記憶されたガンマ
調整値に基づいてガンマ調整を行うガンマ調整回路と、
　前記透過モード記憶部および前記反射モード記憶部のいずれか一方をガンマ調整回路に
接続するように切り替える切替スイッチとをさらに含む、請求項４に記載の液晶表示装置
。
【請求項６】
　前記切替スイッチは、バックライトをオンオフ制御するための信号に基づいて前記透過
モードと前記反射モードとを切り替えられるように構成されている、請求項５に記載の液
晶表示装置。
【請求項７】
　前記透過モード記憶部および前記反射モード記憶部は、それぞれ、赤色、緑色および青
色の各色に対応して３つずつ設けられている、請求項３～６のいずれか１項に記載の液晶
表示装置。
【請求項８】
　透過領域および反射領域を有するとともに、液晶を挟むように配置された一方および他
方の基板と、前記一方または他方の基板の透過領域に設けられ、前記液晶に階調信号を印
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加するための透過表示用画素電極および共通電位信号を印加するための透過表示用共通電
極と、前記一方の基板の反射領域に設けられ、前記液晶に階調信号を印加するための反射
表示用画素電極と、前記他方の基板の反射領域に設けられ、前記液晶に共通電位信号を印
加するための反射表示用共通電極とを備える液晶表示装置の駆動回路であって、
　前記透過表示用共通電極および前記反射表示用共通電極にそれぞれ互いに反転させた共
通電位信号を同時に印加する共通電位供給部と、
　表示モードに応じて、前記透過領域および前記反射領域のいずれか一方に適するように
前記階調信号をガンマ調整するためのガンマ調整部とを備える、液晶表示装置の駆動回路
。
【請求項９】
　前記ガンマ調整部は、主に前記透過領域により画像を表示する前記透過モード時には、
前記透過モード時用のガンマ調整値に基づいてガンマ調整を行うとともに、前記反射領域
により画像を表示する反射モード時には、前記反射モード時用のガンマ調整値に基づいて
ガンマ調整を行うように構成されている、請求項８に記載の液晶表示装置の駆動回路。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置およびその駆動回路に関し、特に、透過領域および反射領域を
有する液晶表示装置およびその駆動回路に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、透過領域および反射領域を有する半透過型の液晶表示装置が知られている。この
従来の半透過型の液晶表示装置では、透過領域において、バックライトなどの光源から照
射された光が透過されて画像を表示するとともに、反射領域において、内部に配置された
反射板により外部からの光を反射した反射光を用いて画像を表示するように構成されてい
る。従来の半透過型の液晶表示装置では、画素電極が形成された基板と共通電極が形成さ
れた基板とを液晶を挟んで対向配置することによって、透過領域および反射領域において
液晶に対して基板と直交する方向に電界を印加する縦方向電界モードによる構成が知られ
ている。
【０００３】
　また、従来の液晶表示装置では、上記した縦方向電界モードに対して、同一基板上に画
素電極および共通電極を隣接して形成することにより、液晶に対して基板表面とほぼ平行
な方向に電界を印加する横方向電界モードが知られている。そして、透過領域および反射
領域がともに横方向電界モードの半透過型の液晶表示装置において、たとえば、表示面側
と反対側の偏光板の偏光軸の配置角を０度とし、液晶の初期配向方向を４５度、表示面側
の偏光板の偏光軸を９０度、透過領域と反射領域の液晶層の厚さをそれぞれ１／４波長、
１／２波長相当とすると、透過領域では、電圧を印加しない場合、光源側の偏光板から入
射した光は、液晶層を通過して９０度の直線偏光になり、表示面側の偏光板から出射する
一方で、電圧印加時には、液晶層の配向方向がたとえば０度に変化し、入射した光は、液
晶層により偏光されないので、表示面側の偏光板から出射されない。つまりノーマリーホ
ワイトになる。これに対して、反射領域においては、電圧を印加しない場合、表示面側の
偏光板から入射した光は、液晶層により右回りの円偏光になり、反射板で反射して左回り
の円偏光になる。そして、表示面側の偏光板から出射されない。一方、電圧印加時には、
表示面側の偏光板から入射した光は、９０度の直線偏光のまま液晶を通過するとともに反
射板により反射され、再び液晶層を９０度のまま通過することにより、表示面側の偏光板
から出射される。つまりノーマリーブラックになる。以上により、透過領域および反射領
域をともに横方向電界モードにより構成することにより、たとえば透過領域をノーマリー
ホワイト（電圧オフ時に白表示）に構成すると、反射領域がノーマリーブラック（電圧オ
フ時に黒表示）となる。つまり、透過領域および反射領域において表示される画像の色が
反転されるという不都合がある。
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【０００４】
　そこで、従来、このような横方向電界モードにより構成された半透過型の液晶表示装置
の透過領域および反射領域に表示される画像の色が反転するのを抑制するための液晶表示
装置が提案されている（たとえば、特許文献１参照）。上記特許文献１には、透過領域に
おける透過用画素電極と、反射領域における反射表示用画素電極とにそれぞれトランジス
タのソースが接続されているとともに、これらのトランジスタのドレインが、それぞれ信
号線に接続されるように構成された半透過型の液晶表示装置が開示されている。上記特許
文献１に記載の半透過型の液晶表示装置では、透過用画素電極と反射表示用画素電極とに
それぞれ接続されたトランジスタを独立してオンオフ制御することにより、透過領域およ
び反射領域において独立して画像表示が行われるように構成されている。これにより、透
過領域および反射領域に表示される画像の色が反転するのを抑制することが可能なように
構成されている。
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－４１５７２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記特許文献１に記載の液晶表示装置では、透過領域および反射領域に
おいて、画像の色が反転するのを抑制する一方で、画像を出力（表示）する際に、入力さ
れた画像データに対して出力される画像の色合いが異なる場合がある。この場合には、画
像データを正確に表示することができないという問題点がある。
【０００７】
　この発明は、上記のような課題を解決するためになされたものであり、この発明の１つ
の目的は、画像の色が反転するのを抑制しながら、画像データを正確に表示ことが可能な
液晶表示装置を提供することである。
【課題を解決するための手段および発明の効果】
【０００８】
　この発明の第１の局面による液晶表示装置は、透過領域および反射領域を有する複数の
画素が設けられるとともに、液晶を挟むように配置された一方および他方の基板と、一方
の基板の透過領域に設けられ、液晶に階調信号を印加するための透過表示用画素電極およ
び共通電位信号を印加するための透過表示用共通電極と、一方の基板の反射領域に設けら
れ、液晶に階調信号を印加するための反射表示用画素電極と、一方または他方の基板の反
射領域に設けられ、液晶に共通電位信号を印加するための反射表示用共通電極と、透過表
示用画素電極および反射表示用画素電極に印加する階調信号を制御する駆動回路とを備え
、駆動回路は、透過表示用共通電極および反射表示用共通電極にそれぞれ互いに反転させ
た共通電位信号を同時に印加する共通電位供給部と、表示モードに応じて、透過領域およ
び反射領域のいずれか一方に適するように階調信号をガンマ調整するためのガンマ調整部
とを含む。
【０００９】
　この第１の局面による液晶表示装置では、上記のように、透過表示用共通電極および反
射表示用共通電極にそれぞれ互いに反転させた共通電位信号を同時に印加する共通電位供
給部を駆動回路が含むように構成することによって、共通電位供給部からの共通電位信号
により、透過表示用共通電極の電位が最大になるとともに、反射表示用共通電極の電位が
最小となる場合に、たとえば、画素電極の電位が最大となる階調信号を印加することによ
り、透過表示用共通電極と画素電極との電位差が最小になり、かつ、反射表示用共通電極
と画素電極との電位差が最大になる。これにより、たとえば、透過領域がノーマリーブラ
ックで反射領域がノーマリーホワイトである場合、電極間の電位差が最小である透過領域
では、黒表示になるとともに、電極間の電位差が最大である反射領域でも黒表示になる。
すなわち、透過領域および反射領域において、画像の色の反転を抑制することができる。
また、透過領域および反射領域のいずれか一方に適するように階調信号をガンマ調整する



(5) JP 2009-92971 A 2009.4.30

10

20

30

40

50

ためのガンマ調整部を駆動回路が含むように構成することによって、入力された画像デー
タを、透過モードまたは反射モードなどの表示モードに応じて透過領域および反射領域の
いずれか一方に適するようにガンマ調整することができるので、画像データを正確に表示
することができる。これらの結果、画像の色が反転するのを抑制しながら、画像データを
正確に表示することができる。
【００１０】
　上記第１の局面による液晶表示装置において、好ましくは、透過表示用画素電極は透過
表示用スイッチング素子の出力端子に接続され、反射表示用画素電極は反射表示用スイッ
チング素子の出力端子に接続され、同じ画素の透過表示用スイッチング素子および反射表
示用スイッチング素子の制御端子および入力端子は、それぞれ同じ制御信号線および階調
信号が印加される同じ信号線に接続されている。このように構成すれば、同じ画素内の透
過表示用スイッチング素子および反射表示用スイッチング素子において、各スイッチング
素子のオンオフの制御信号を共通の制御信号線により供給することができるので、その分
、制御信号線の本数を減少させることができる。
【００１１】
　上記第１の局面による液晶表示装置において、好ましくは、ガンマ調整部は、主に透過
領域により画像を表示する透過モード時には、透過モード時用のガンマ調整値に基づいて
ガンマ調整を行うとともに、反射領域により画像を表示する反射モード時には、反射モー
ド時用のガンマ調整値に基づいてガンマ調整を行うように構成されている。このように構
成すれば、透過モード時および反射モード時に、各表示モードに適した画像データのガン
マ調整を容易に行うことができる。
【００１２】
　この場合、好ましくは、ガンマ調整部は、透過モード用のガンマ調整値を記憶する透過
モード記憶部と、反射モード用のガンマ調整値を記憶する反射モード記憶部とをさらに含
む。このように構成すれば、透過モード記憶部および反射モード記憶部により、透過モー
ド用および反射モード用のガンマ調整値が記憶される。したがって、透過モード記憶部ま
たは反射モード記憶部を選択することにより、透過モードおよび反射モードのいずれの表
示モードにおいても、ガンマ調整された画像を表示することができる。
【００１３】
　上記ガンマ調整部が透過モード記憶部と反射モード記憶部とを含む構成において、好ま
しくは、ガンマ調整部は、透過モード記憶部および反射モード記憶部のいずれか一方に記
憶されたガンマ調整値に基づいてガンマ調整を行うガンマ調整回路と、透過モード記憶部
および反射モード記憶部のいずれか一方をガンマ調整回路に接続するように切り替える切
替スイッチとをさらに含む。このように構成すれば、切替スイッチにより、透過モード記
憶部または反射モード記憶部のいずれか一方がガンマ調整回路に接続されるので、ガンマ
調整回路において、容易に透過用モードまたは反射用モードのいずれか一方の表示モード
のガンマ調整を行うことができる。
【００１４】
　上記切替スイッチを含む構成において、好ましくは、切替スイッチは、バックライトを
オンオフ制御するための信号に基づいて透過モードと反射モードとを切り替えられるよう
に構成されている。このように構成すれば、専用の切替信号を用いることなく、ガンマ調
整回路に対して、バックライトがオンされた際に透過モード記憶部が接続するように切り
替えることができるとともに、バックライトがオフされた際に反射モード記憶部が接続す
るように切り替えることができる。
【００１５】
　上記透過モード記憶部と反射モード記憶部とを含む構成において、好ましくは、透過モ
ード記憶部および反射モード記憶部は、それぞれ、赤色、緑色および青色の各色に対応し
て３つずつ設けられている。このように構成すれば、透過モードおよび反射モードのそれ
ぞれの画像データの赤色、緑色および青色の各色に対してガンマ調整を行うことができる
。
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【００１６】
　この発明の第２の局面による液晶表示装置の駆動回路は、透過領域および反射領域を有
するとともに、液晶を挟むように配置された一方および他方の基板と、一方または他方の
基板の透過領域に設けられ、液晶に階調信号を印加するための透過表示用画素電極および
共通電位信号を印加するための透過表示用共通電極と、一方の基板の反射領域に設けられ
、液晶に階調信号を印加するための反射表示用画素電極と、他方の基板の反射領域に設け
られ、液晶に共通電位信号を印加するための反射表示用共通電極とを備える液晶表示装置
の駆動回路であって、透過表示用共通電極および反射表示用共通電極にそれぞれ互いに反
転させた共通電位信号を同時に印加する共通電位供給部と、表示モードに応じて、透過領
域および反射領域のいずれか一方に適するように階調信号をガンマ調整するためのガンマ
調整部とを備える。
【００１７】
　この第２の局面による液晶表示装置の駆動回路では、上記のように、透過表示用共通電
極および反射表示用共通電極にそれぞれ互いに反転させた共通電位信号を同時に印加する
共通電位供給部を駆動回路が含むように構成することによって、共通電位供給部からの共
通電位信号により、透過表示用共通電極の電位が最大になるとともに、反射表示用共通電
極の電位が最小となる場合に、たとえば、画素電極の電位が最大となる階調信号を印加す
ることにより、透過表示用共通電極と画素電極との電位差が最小になり、かつ、反射表示
用共通電極と画素電極との電位差が最大になる。これにより、たとえば、透過領域がノー
マリーブラックで反射領域がノーマリーホワイトである場合、電極間の電位差が最小であ
る透過領域では、黒表示になるとともに、電極間の電位差が最大である反射領域でも黒表
示になる。すなわち、透過領域および反射領域において、画像の色の反転を抑制すること
ができる。また、透過領域および反射領域のいずれか一方に適するように階調信号をガン
マ調整するためのガンマ調整部を駆動回路が含むように構成することによって、入力され
た画像データを、透過モードまたは反射モードなどの表示モードに応じて透過領域および
反射領域のいずれか一方に適するようにガンマ調整することができるので、画像データを
正確に表示することができる。これらの結果、画像の色が反転するのを抑制しながら、画
像データを正確に表示することができる。
【００１８】
　上記第２の局面による液晶表示装置の駆動回路において、好ましくは、ガンマ調整部は
、主に透過領域により画像を表示する透過モード時には、透過モード時用のガンマ調整値
に基づいてガンマ調整を行うとともに、反射領域により画像を表示する反射モード時には
、反射モード時用のガンマ調整値に基づいてガンマ調整を行うように構成されている。こ
のように構成すれば、ガンマ調整部は、主に透過領域により画像を表示する透過モード時
には、透過モード時用のガンマ調整値に基づいてガンマ調整を行うとともに、反射領域に
より画像を表示する反射モード時には、反射モード時用のガンマ調整値に基づいてガンマ
調整を行うように構成されている。このように構成すれば、透過モード時および反射モー
ド時に、各表示モードに適した画像データのガンマ調整を容易に行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。
【００２０】
　図１は、本発明の一実施形態による液晶表示装置の全体構成を示すブロック図である。
図２は、本発明の一実施形態による液晶表示装置の駆動ＩＣの構成を示すブロック図であ
る。図３は、本発明の一実施形態による液晶表示装置の画素部分における等価回路図であ
る。図４～図９は、本発明の一実施形態による液晶表示装置の構成を説明するための図で
ある。まず、図１～図９を参照して、本発明の一実施形態による液晶表示装置１００の構
成について説明する。
【００２１】
　本実施形態による液晶表示装置１００は、半透過型の液晶表示装置として構成されてい
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る。また、図１に示すように、表示部１と、駆動ＩＣ２と、Ｖドライバ３と、ＨＳＷ（水
平スイッチ）４と、バックライト５と、透過ＣＯＭ６と、反射ＣＯＭ７とを備えている。
表示部１には、複数の画素１１がマトリックス状に配置されている。駆動ＩＣ２は、液晶
表示装置１００全体を駆動するための機能を有するとともに、後述する液晶５０に印加さ
れる電位差（階調電圧）を制御する機能を有する。Ｖドライバ３およびＨＳＷ４には、そ
れぞれ、複数のゲート線３ａおよびデータ線４ａが接続されているとともに、複数のゲー
ト線３ａおよびデータ線４ａは、図２に示すように、互いに直交するように配置されてい
る。また、Ｖドライバ３は、ゲート線３ａの駆動回路としての機能を有する。また、ＨＳ
Ｗ４は、駆動ＩＣ２から供給される信号を時分割により分割するとともに、分割された信
号を、複数のデータ線４ａのうちから対応するデータ線４ａにそれぞれ出力するスイッチ
機能を有する。バックライト５は、後述する画素１１の透過領域１１ａ（図２参照）の光
源を構成する。透過ＣＯＭ６は、後述する画素１１の透過領域１１ａに配置された透過表
示用共通電極１５ａの電位を制御する機能を有するとともに、反射ＣＯＭ７は、後述する
画素１１の反射領域１１ｂに配置された反射表示用共通電極１５ｂの電位を制御する機能
を有する。なお、駆動ＩＣ２は、本発明における「駆動回路」の一例である。また、ゲー
ト線３ａおよびデータ線４ａは、それぞれ、本発明における「制御信号線」および「信号
線」の一例である。
【００２２】
　また、図２に示すように、各々の画素１１は、バックライト５からの光を透過させると
ともに、その透過光により画像を表示させる透過領域１１ａと、外部から入射した光を反
射させるとともに、その反射光により画像を表示させる反射領域１１ｂとから構成されて
いる。
【００２３】
　透過領域１１ａは、ｎ型からなる２つの画素トランジスタ１２ａおよび１３ａ（ＴＦＴ
）と、透過表示用画素電極１４ａと、透過表示用共通電極１５ａと、保持容量１６ａとに
より構成されている。画素トランジスタ１２ａのドレイン領域Ｄは、データ線４ａに接続
されているとともに、画素トランジスタ１２ａのソース領域は、画素トランジスタ１３ａ
のドレイン領域と接続されている。また、画素トランジスタ１３ａのソース領域Ｓは、透
過表示用画素電極１４ａと、保持容量１６ａの一方の電極とに接続されている。また、画
素トランジスタ１２ａおよび１３ａのそれぞれのゲートＧは、ゲート線３ａに接続されて
いるとともに、透過表示用共通電極１５ａと保持容量１６ａの他方の電極とは、透過ＣＯ
Ｍ６（図１参照）に接続されている。また、透過表示用画素電極１４ａと透過表示用共通
電極１５ａとの間に液晶５０が配置されている。なお、画素トランジスタ１２ａおよび１
３ａは、それぞれ、本発明の「透過表示用スイッチング素子」の一例である。
【００２４】
　また、反射領域１１ｂにおいても、透過領域１１ａと同様に、ｎ型からなる２つの画素
トランジスタ１２ｂおよび１３ｂ（ＴＦＴ）と、反射表示用画素電極１４ｂと、反射表示
用共通電極１５ｂと、保持容量１６ｂとにより構成されている。画素トランジスタ１２ｂ
のドレイン領域Ｄは、データ線４ａに接続されているとともに、画素トランジスタ１２ｂ
のソース領域は、画素トランジスタ１３ｂのドレイン領域と接続されている。また、画素
トランジスタ１３ｂのソース領域Ｓは、反射表示用画素電極１４ｂと、保持容量１６ｂの
一方の電極とに接続されている。また、画素トランジスタ１２ｂおよび１３ｂのそれぞれ
のゲートＧは、ゲート線３ａに接続されているとともに、反射表示用共通電極１５ｂと保
持容量１６ｂの他方の電極とは、反射ＣＯＭ７（図１参照）に接続されている。また、透
過表示用画素電極１４ｂと透過表示用共通電極１５ｂとの間に液晶５０が配置されている
。これらにより、Ｖドライバ３からＨレベルの信号（オン信号）がゲート線３ａを介して
それぞれのトランジスタのゲートＧに供給された際に、透過領域１１ａの画素トランジス
タ１２ａおよび１３ａと、反射領域１１ｂの画素トランジスタ１２ｂおよび１３ｂとがオ
ン状態になるように構成されている。そして、駆動ＩＣ２から供給される信号が、データ
線４ａおよび画素トランジスタ１２ａのドレイン領域Ｄおよび画素トランジスタ１３ａの
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ソース領域Ｓと、画素トランジスタ１２ｂのドレイン領域Ｄおよび画素トランジスタ１３
ｂのソース領域Ｓとをそれぞれ介して、透過表示用画素電極１４ａおよび反射表示用画素
電極１４ｂに供給されるように構成されている。これにより、透過表示用画素電極１４ａ
および反射表示用画素電極１４ｂの電位が制御されるように構成されている。以上により
、透過領域１１ａにおいて、透過表示用画素電極１４ａと透過表示用共通電極１５ａとの
電位差（階調電圧）が液晶５０に印加されるとともに、反射領域１１ｂにおいて、反射表
示用画素電極１４ｂと反射表示用共通電極１５ｂとの電位差が液晶５０に印加されるよう
に構成されている。そして、液晶５０に印加される電位差の大きさにより液晶分子の配向
が変化するように構成されている。なお、図２は、図面の簡略化のために１画素分の画素
１１を図示している。また、画素トランジスタ１２ｂおよび１３ｂは、それぞれ、本発明
の「反射表示用スイッチング素子」の一例である。
【００２５】
　また、画素１１が形成された領域の詳細な断面構造としては、図３に示すように、画素
１１は、透過領域１１ａと反射領域１１ｂとにより構成されている。画素１１は、互いに
対向するように配置された一対の基板２０および基板４０を備えているとともに、基板２
０と基板４０との間に液晶５０が封入されている。基板２０および基板４０は、たとえば
、ガラス板などにより形成されている。また、基板２０と基板４０との間には、スペーサ
６０が設けられているとともに、このスペーサ６０により、セルギャップが調整可能なよ
うに構成されている。なお、本実施形態では、スペーサ６０により、透過領域１１ａにお
ける液晶５０の厚みｔ１（セルギャップ）は、反射領域１１ｂにおける液晶５０の厚みｔ
２（セルギャップ）の約２倍になるように構成されている。
【００２６】
　また、画素１１は、基板２０上に、ＳｉＯ２膜などからなるバッファ層２１が形成され
ている。また、バッファ層２１上には、低温ポリシリコンからなる半導体層２２ａおよび
２２ｂが形成されている。半導体層２２ａおよび２２ｂは、それぞれ、薄膜トランジスタ
（ＴＦＴ）からなる画素トランジスタ１２ａおよび１３ａと、画素トランジスタ１２ｂお
よび１３ｂとの能動層としての機能を有する。すなわち、半導体層２２ａおよび半導体層
２２ｂには、ソース領域、ドレイン領域およびチャネル領域が形成されている。また、半
導体層２２ａおよび２２ｂ上には、絶縁膜２３が形成されている。絶縁膜２３は、半導体
層２２ａおよび２２ｂのゲート絶縁膜としての機能を有する。また、半導体層２２ａおよ
び２２ｂ上には、それぞれ、絶縁膜２３を介して、ゲート電極２４ａ、２４ｂ、２４ｃお
よび２４ｄが形成されている。また、ゲート電極２４ａおよび２４ｂと、ゲート電極２４
ｃおよび２４ｄとに挟まれる位置に、ゲート電極２４ａ、２４ｂ、２４ｃおよび２４ｄに
電気的に接続されるゲート線３ａが設けられている。なお、ゲート電極２４ａ、２４ｂ、
２４ｃ、２４ｄおよびゲート線３ａは、たとえば、アルミニウム、モリブデンまたはチタ
ンなどの金属で構成されている。
【００２７】
　また、透過領域１１ａにおいて、半導体層２２ａ、絶縁膜２３およびゲート電極２４ｂ
により、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）からなる画素トランジスタ１２ａが構成されている
とともに、半導体層２２ａ、絶縁膜２３およびゲート電極２４ａにより、薄膜トランジス
タ（ＴＦＴ）からなる画素トランジスタ１３ａが構成されている。また、反射領域１１ｂ
において、半導体層２２ｂ、絶縁膜２３およびゲート電極２４ｃにより、薄膜トランジス
タ（ＴＦＴ）からなる画素トランジスタ１２ｂが構成されているとともに、半導体層２２
ｂ、絶縁膜２３およびゲート電極２４ｄにより、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）からなる画
素トランジスタ１３ｂが構成されている。
【００２８】
　また、絶縁膜２３上には、金属製の保持容量配線２５が形成されているとともに、保持
容量配線２５は、絶縁膜２３を介して、半導体層２２ｂの一部に対向して配置されている
。これにより、半導体層２２ｂおよび保持容量配線２５により保持容量１６ｂが構成され
ている。また、絶縁膜２３上には、共通電極配線２６が形成されている。また、バッファ
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層２１、絶縁膜２３、ゲート電極２４ａ～２４ｄ、ゲート線３ａ、保持容量配線２５およ
び共通電極配線２６を覆うように、層間絶縁膜２７が形成されている。また、ゲート電極
２４ａ～２４ｄ、ゲート線３ａ、保持容量配線２５および共通電極配線２６は、同一の導
電膜をパターニングすることにより形成される。
【００２９】
　また、層間絶縁膜２７には、それぞれ、コンタクトホール２７ａ、２７ｂ、２７ｃ、２
７ｄおよび２７ｅが形成されている。コンタクトホール２７ａは、共通電極配線２６にま
で達するように構成されている。コンタクトホール２７ｃおよび２７ｄは、それぞれ、画
素トランジスタ１２ａおよび１２ｂのドレイン領域にまで達するように構成されている。
また、コンタクトホール１２ｂおよび１２ｅは、それぞれ、画素トランジスタ１３ａおよ
び１３ｂのソース領域にまで達するように構成されている。
【００３０】
　また、コンタクトホール２７ｃおよび２７ｄ内および層間絶縁膜２７の上面の一部上に
は、データ線４ａ（ドレイン線）が形成されている。このデータ線４ａは、層間絶縁膜２
７上に形成されるとともに、コンタクトホール２７ｃおよび２７ｄを介して、画素トラン
ジスタ１２ａおよび１２ｂのそれぞれのドレイン領域に電気的に接続されている。コンタ
クトホール２７ｂおよび２７ｅ内および層間絶縁膜２７の上面の一部上には、それぞれ、
ソース電極２８ａおよび２８ｂが形成されている。このソース電極２８ａは、コンタクト
ホール２７ｂを介して、画素トランジスタ１３ａのソース領域に電気的に接続されている
とともに、ソース電極２８ｂは、コンタクトホール２７ｅを介して、画素トランジスタ１
３ｂのソース領域に電気的に接続されている。また、コンタクトホール２７ａ内および層
間絶縁膜２７の上面の一部上には、共通電極用の中継電極２９が形成されている。この共
通電極用の中継電極２９は、コンタクトホール２７ａを介して、共通電極配線２６に電気
的に接続されている。また、ソース電極２８ａおよびソース電極２８ｂと、共通電極用の
中継電極２９とを覆うように、ＳｉＮ膜などからなるパッシベーション層３０が形成され
ている。また、パッシベーション層３０上には、絶縁層３１が形成されている。絶縁層３
１には、コンタクトホール３１ａ、３１ｂおよび３１ｃが形成されている。なお、データ
線４ａと、ソース電極２８ａおよび２８ｂと、中継電極２９とは、層間絶縁膜２７上に導
電膜を形成した後に、この導電膜をパターニングすることにより形成される。
【００３１】
　また、絶縁層３１の上面は、透過領域１１ａにおいては平坦に形成されているとともに
、反射領域１１ｂにおいては凹凸形状に形成されている。
【００３２】
　また、透過領域１１ａにおいて、パッシベーション層３０のコンタクトホール３０ａ、
３０ｂ、絶縁層３１のコンタクトホール３１ａおよび３１ｂの内側面を覆うように、透過
表示用共通電極１５ａが形成されるとともに、透過表示用共通電極１５ａ、絶縁層３１の
上面およびコンタクトホール３１ｂの内側面を覆うように、絶縁層３２が形成されている
。また、透過領域１１ａの透過表示用共通電極１５ａに対向する位置に、絶縁層３２を介
して、透過表示用画素電極１４ａが形成されている。この透過表示用画素電極１４ａは、
コンタクトホール３１ｂおよび３０ｂを介して、ソース電極２８ａに電気的に接続されて
いる。また、透過表示用画素電極１４ａは、図４に示すように、平面的に見て、スリット
１４ｃが設けられている。また、液晶分子は、スリット１４ｃに対して、たとえば、約５
度から約１０度程度傾いた方向（図４の矢印Ｘ方向）にラビング処理される。なお、透過
表示用画素電極１４ａおよび透過表示用共通電極１５ａは、たとえば、ＩＴＯなどからな
る透明導電材料により形成されている。そして、絶縁層３２、透過表示用画素電極１４ａ
を覆って、不図示の配向膜は形成されている。
【００３３】
　また、反射領域１１ｂにおいて、コンタクトホール３１ｃおよび絶縁層３２を覆うよう
に、反射層３３が形成されているとともに、反射層３３を覆うように、反射表示用画素電
極１４ｂが形成されている。また、反射表示用画素電極１４ｂは、コンタクトホール３１
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ｃおよび３０ｃを介して、ソース電極２８ｂに電気的に接続されている。また、反射層３
３および、反射表示用画素電極１４ｂは、反射領域１１ｂにおける絶縁層３２と同様に、
凹凸形状に形成されている。また、反射表示用画素電極１４ｂは、たとえば、ＩＴＯから
なる透明導電材料から形成されている。そして、絶縁層３２、反射層３３および反射表示
用画素電極１４ｂを覆って、不図示の配向膜は形成されている。
【００３４】
　また、図３に示すように、基板４０側には、遮光膜４１が形成されているとともに、遮
光膜４１を挟むように、透過領域１１ａおよび反射領域１１ｂのそれぞれに、透過表示用
カラーフィルタ４２ａおよび反射表示用カラーフィルタ４２ｂが形成されている。また、
遮光膜４１、透過表示用カラーフィルタ４２ａおよび反射表示用カラーフィルタ４２ｂを
覆うように、オーバーコート層４３が形成されている。また、反射領域１１ｂにおいて、
オーバーコート層４３を覆うように、トップコート層４４が形成されているとともに、ト
ップコート層４４の表面上には、反射表示用共通電極１５ｂが形成されている。そして、
オーバーコート層４３、トップコート層４４および反射表示用共通電極１５ｂを覆って、
不図示の配向膜は形成されている。
【００３５】
　また、基板２０および基板４０における液晶５０が充填されている側とは反対の面には
、それぞれ、位相差板７０ａおよび７０ｂが形成されている。また、位相差板７０ａおよ
び７０ｂを覆うように、それぞれ、偏光板７１ａおよび７１ｂが形成されている。
【００３６】
　また、透過領域１１ａは、ＦＦＳ（Ｆｒｉｎｇｅ－Ｆｉｅｌｄ－Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）
方式により構成されているとともに、反射領域１１ｂは、ＥＣＢ（Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ
ｌｙ－Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ－Ｂｉｒｅｆｒｉｎｇｅｎｃｅ）方式により構成されている
。なお、ＦＦＳ方式とは、図５および図６に示すように、一方の基板（基板２０）に画素
電極（透過表示用画素電極１４ａ）および共通電極（透過表示用共通電極１５ａ）が配置
されるとともに、基板２０と平行に配向された液晶５０が、基板表面にほぼ平行な電界（
図６の矢印Ａ方向）が印加された際に、基板２０とほぼ平行な面内で回転する（図４の矢
印Ｙ方向）構成のものである。なお、上記のように、画素電極および共通電極をともに一
方の基板に配置することにより、液晶に対して基板表面にほぼ平行な方向に電界を印加す
る構成を、横方向電界モードという。また、ＥＣＢ方式とは、図７および図８に示すよう
に、対向する基板（基板２０および４０）のうち、一方の基板２０に画素電極（反射表示
用画素電極１４ｂ）が配置されるとともに、他方の基板４０に共通電極（反射表示用共通
電極１５ｂ）が配置され、基板２０と平行に配向された液晶５０が、電界が印加された際
に、電界方向（図８の矢印Ｂ方向）に配向されるように構成されたものである。なお、上
記のように、画素電極および共通電極を対向するように配置することにより、液晶に対し
て基板と直交する方向に電界を印加する構成を、縦方向電界モードという。
【００３７】
　また、図９に示すように、駆動ＩＣ２は、ＣＰＵを含む制御部２ａと、発振回路２ｂと
、タイミング制御回路２ｃと、表示出力制御回路２ｄと、ＤＡＣ回路２ｅと、ＣＯＭアン
プ２ｆと、ガンマ調整部２ｇと、出力アンプ２ｈとを備えている。制御部２ａは、液晶表
示装置１００全体の動作を制御する機能を有する。発振回路２ｂは、クロック信号を生成
する機能を有する。タイミング制御回路２ｃは、画素１１を表示させる際のタイミング信
号を生成および制御する機能を有するとともに、生成したタイミング信号を、Ｖドライバ
３、ＨＳＷ４およびＣＯＭアンプ２ｆなどに供給するように構成されている。表示出力制
御回路２ｄは、表示する映像信号の出力を制御する機能を有する。ＤＡＣ回路２ｅは、ア
ナログ信号とディジタル信号とを変換する機能を有する。ＣＯＭアンプ２ｆは、入力され
た信号を増幅するとともに、増幅した信号を透過ＣＯＭ６および反射ＣＯＭ７に出力する
機能を有する。なお、ＣＯＭアンプ２ｆは、本発明における「共通電位供給部」の一例で
ある。
【００３８】
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　ここで、本実施形態では、ＣＯＭアンプ２ｆは、透過ＣＯＭ６および反射ＣＯＭ７を介
して、透過表示用共通電極１５ａおよび反射表示用共通電極１５ｂ（図１参照）に、それ
ぞれ互いに反転させた共通電位信号を同時に印加するように構成されている。これにより
、透過表示用共通電極１５ａと、反射表示用共通電極１５ｂとの電位は、常に反転された
状態となる。
【００３９】
　また、本実施形態では、ガンマ調整部２ｇには、透過モード用のガンマ調整値を記憶す
る透過モードレジスタ２ｉと、反射モード用のガンマ調整値を記憶する反射モードレジス
タ２ｊとが、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）および青色（Ｂ）の各色に対応して３つずつ設けら
れている。また、ガンマ調整部２ｇには、透過モードレジスタ２ｉおよび反射モードレジ
スタ２ｊのいずれか一方の記憶部に記憶されたガンマ調整値に基づいてガンマ調整を行う
ガンマ調整回路２ｋと、透過モードレジスタ２ｉおよび反射モードレジスタ２ｊのいずれ
か一方をガンマ調整回路２ｋに接続するように切り替える切替スイッチ２ｌとが設けられ
ている。なお、透過モードレジスタ２ｉおよび反射モードレジスタ２ｊは、それぞれ、本
発明における「透過モード記憶部」および「反射モード記憶部」の一例である。
【００４０】
　また、本実施形態では、切替スイッチ２ｌは、透過モードと反射モードとを切り替える
信号に基づいて切り替わるように構成されている。本実施形態では、バックライト５（図
１参照）をオンオフ制御する信号に基づいて切り替わるように構成されている。これによ
り、バックライト５のオンオフを制御する信号が供給された際に、切替スイッチ２ｌが透
過モードレジスタ２ｉと反射モードレジスタ２ｊとの間で切り替わるように制御されるよ
うに構成されている。また、バックライト５のオンオフ制御は、たとえば、光センサ（図
示せず）などに入射する光量に基づいて行われる。これらにより、透過モードおよび反射
モードに応じて、切替スイッチ２ｌにより透過モードレジスタ２ｉと反射モードレジスタ
２ｊとを切り替えることにより、透過領域１１ａおよび反射領域１１ｂのいずれか一方に
適するように階調信号をガンマ調整するように構成されている。
【００４１】
　また、図１０～図１３は、本発明の一実施形態による液晶表示装置においてガンマ調整
を行う際の動作を説明するための図である。次に、図９～図１３を参照して、本発明の一
実施形態による液晶表示装置１００のガンマ調整時における動作について説明する。
【００４２】
　まず、図９に示すように、予め、バックライト５のオンオフ信号に基づいて、制御部２
ａにより透過モードおよび反射モードのいずれの表示モードであるかが判断される。そし
て、透過モードレジスタ２ｉおよび反射モードレジスタ２ｊのうち、対応する表示モード
の側のレジスタとガンマ調整回路２ｋとが接続されるように制御される。そして、映像信
号が入力された場合、制御部２ａにより、入力された映像信号に対して透過モード用と反
射モード用のそれぞれの表示モード用に対応するガンマ補正値が導出されるとともに、制
御部２ａからガンマ調整部２ｇに対して、ガンマ調整を行うガンマ調整コマンドが入力さ
れる。そして、導出されたガンマ補正値は、制御部２ａから出力されるとともに、透過モ
ードレジスタ２ｉおよび反射モードレジスタ２ｊにそれぞれ記憶される。そして、映像信
号は、タイミング制御回路２ｃから、表示出力制御回路２ｄおよびＤＡＣ２ｅを介してガ
ンマ調整回路２ｋに入力した際に、ガンマ調整回路２ｋと接続されている透過モードレジ
スタｉおよび反射モードレジスタ２ｊのいずれか一方のレジスタに記憶されたガンマ調整
値に基づいてガンマ調整される。そして、出力アンプ２ｈから、ＨＳＷ４を介してデータ
線４ａに出力される。
【００４３】
　次に、ガンマ調整の制御について、図１０に示したタイミングチャートに基づいて説明
する。まず、ガンマ調整コマンドが入力された際、ガンマ調整コマンドが入力された直後
のタイミング信号（クロック信号）に同期して、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）および青色（Ｂ
）それぞれにおける、透過モードおよび反射モードのガンマ設定値が導出されるとともに
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、透過モードレジスタ２ｉおよび反射モードレジスタ２ｊに記憶される。そして、ガンマ
設定値に基づいてガンマ調整された映像の表示が開始される。
【００４４】
　そして、このとき、バックライト５のオンオフ信号に基づいて、表示モードが変更され
た際、このバックライト５のオンオフ信号（表示モード切替コマンド）により、切替スイ
ッチ２ｌが、変更された表示モードに対応するように切り替えられる。また、この切替ス
イッチ２ｌによる切り替え動作は、表示モード切替コマンドが入力された直後における信
号の立下り時に行われる。
【００４５】
　具体的には、図１１に示すように、透過モードの表示中に反射モードへの切替コマンド
が供給された場合、直後の信号の立下り時に切り替え動作が行われるとともに、直後の信
号の立ち上がり時から、反射モードにより表示が開始される。また、反射モードの表示中
に透過モードへの切替コマンドが供給された場合も同様に、直後の立下り時に切り替え動
作が行われて、直後の信号の立ち上がり時から透過モードにより表示が開始される。
【００４６】
　次に、ガンマ調整について説明する。図１２および図１３に示すように、ＣＯＭアンプ
２ｆ（図９参照）からは、透過ＣＯＭ６および反射ＣＯＭ７を介して、透過表示用共通電
極１５ａおよび反射表示用共通電極１５ｂに、それぞれ互いに反転させた共通電位信号が
印加されている。
【００４７】
　ここで、表示モードが反射モードである場合には、図１２に示すように、映像信号が、
反射モード用に導出されたガンマ調整値に基づいてガンマ調整されることにより、反射表
示用画素電極１４ｂの電位が調整されて、液晶５０に印加される階調電圧が調整される。
ここで、たとえば、反射表示用共通電極１５ｂの電位が最大になるとともに、データ線４
ａから供給される反射表示用画素電極１４ｂの電位が最大になる場合、反射表示用画素電
極１４ｂと反射表示用共通電極１５ｂとの電位差（反射モード側の階調電圧（図１２のＶ
１））は最小となる。このとき、透過表示用共通電極１５ａの電位は最小になることによ
り、透過表示用共通電極１５ａとデータ線４ａから供給される透過表示用画素電極１４ａ
との電位差（透過モード側の階調電圧（図１２のＶ２））は最大となる。これにより、透
過領域１１ａおよび反射領域１１ｂが、それぞれノーマリーブラックおよびノーマリーホ
ワイトに構成された場合に、階調を等しくすることが可能である。
【００４８】
　また、表示モードが透過モードである場合も同様に、図１３に示すように、映像信号が
、透過モード用に導出されたガンマ調整値に基づいてガンマ調整されることにより、透過
表示用画素電極１４ａの電位が調整されて、液晶５０に印加される階調電圧が調整される
。また、透過モードにおいては、バックライト５からの光とともに、反射光も光源として
いるが、透過モード用に導出したガンマ調整値を優先してガンマ調整が行われる。また、
透過モード用に導出したガンマ調整値を優先してガンマ調整が行われる際においても、透
過領域１１ａおよび反射１１ｂにおいて、表示される色の階調が等しくなる。
【００４９】
　本実施形態では、上記のように、透過表示用共通電極１５ａおよび反射表示用共通電極
１５ｂにそれぞれ互いに反転させた共通電位信号を同時に印加するＣＯＭアンプ２ｆを駆
動ＩＣ２が含むように構成することによって、ＣＯＭアンプ２ｆからの共通電位信号によ
り、透過表示用共通電極１５ａの電位が最大になるとともに、反射表示用共通電極１５ｂ
の電位が最小となる場合に、たとえば、画素電極側の電位が最大となる階調信号を印加す
ることにより、透過表示用共通電極１５ａと透過表示用画素電極１４ａとの電位差が最小
になり、かつ、反射表示用共通電極１５ｂと反射表示用画素電極１４ｂとの電位差が最大
になる。これにより、たとえば、透過領域１１ａがノーマリーブラックで反射領域１１ｂ
がノーマリーホワイトである場合、電極間の電位差が最小である透過領域１１ａでは、黒
表示になるとともに、電極間の電位差が最大である反射領域１１ｂでも黒表示になる。す
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なわち、透過領域１１ａおよび反射領域１１ｂにおいて、画像の色の反転を抑制すること
ができる。また、透過領域１１ａおよび反射領域１１ｂのいずれか一方に適するように階
調信号をガンマ調整するためのガンマ調整部２ｇを駆動回路２が含むように構成すること
によって、入力された画像データを、透過モードまたは反射モードなどの表示モードに応
じて透過領域１１ａおよび反射領域１１ｂのいずれか一方に適するようにガンマ調整する
ことができるので、画像データを正確に表示することができる。これらの結果、画像の色
が反転するのを抑制しながら、画像データを正確に表示することができる。
【００５０】
　また、本実施形態では、１つの画素１１内において、画素トランジスタ１２ａ、１３ａ
、１２ｂおよび１３ｂのゲートＧを同じゲート線３ａに接続するように構成することによ
って、同じ画素１１内の画素トランジスタ１２ａ、１３ａ、１２ｂおよび１３ｂにおいて
、各画素トランジスタのオンオフの制御信号を共通のゲート線３ａにより供給することが
できるので、その分、ゲート線３ａの本数を減少させることができる。
【００５１】
　また、本実施形態では、ガンマ調整部２ｇを、主に透過領域１１ａにより画像を表示す
る透過モード時には、透過モード時用のガンマ調整値に基づいてガンマ調整を行うととも
に、反射領域１１ｂにより画像を表示する反射モード時には、反射モード時用のガンマ調
整値に基づいてガンマ調整を行うように構成することによって、透過モード時および反射
モード時に、各表示モードに適した画像データのガンマ調整を容易に行うことができる。
【００５２】
　また、本実施形態では、ガンマ調整部２ｇを、透過モード用のガンマ調整値を記憶する
透過モードレジスタ２ｉと、反射モード用のガンマ調整値を記憶する反射モードレジスタ
２ｊとをさらに含むように構成することによって、透過モードレジスタ２ｉおよび反射モ
ードレジスタ２ｊにより、透過モード用および反射モード用のガンマ調整値が記憶される
。したがって、透過モードレジスタ２ｉまたは反射モードレジスタ２ｊを選択することに
より、透過モードおよび反射モードのいずれの表示モードにおいても、ガンマ調整された
画像を表示することができる。
【００５３】
　また、本実施形態では、ガンマ調整部２ｇを、透過モードレジスタ２ｉおよび反射モー
ドレジスタ２ｊのいずれか一方に記憶されたガンマ調整値に基づいてガンマ調整を行うガ
ンマ調整回路２ｋと、透過モードレジスタ２ｉおよび反射モードレジスタ２ｊのいずれか
一方をガンマ調整回路２ｋに接続するように切り替える切替スイッチ２ｌとをさらに含む
ように構成することによって、切替スイッチ２ｌにより、透過モードレジスタ２ｉまたは
反射モードレジスタ２ｊのいずれか一方がガンマ調整回路２ｋに接続されるので、ガンマ
調整回路２ｋにおいて、容易に透過用モードまたは反射用モードのいずれか一方の表示モ
ードのガンマ調整を行うことができる。
【００５４】
　また、本実施形態では、切替スイッチ２ｌを、透過モードと反射モードとを切り替える
信号に基づいて切り替えられるように構成することによって、切替スイッチ２ｌにより、
透過モードと反射モードとを切り替える信号に対応する側のレジスタがガンマ調整回路２
ｋに接続されるように切り替えられるので、その信号に対応する側の表示モードに対応し
たガンマ調整を確実に行うことができる。
【００５５】
　また、本実施形態では、切替スイッチ２ｌが、バックライト５をオンオフ制御するため
の信号に基づいて透過モードと反射モードとを切り替えるように構成することによって、
専用の切替信号を用いることなく、ガンマ調整回路２ｋに対して、バックライト５がオン
された際に透過モードレジスタ２ｉが接続するように切り替えることができるとともに、
バックライト５がオフされた際に反射モードレジスタ２ｊが接続するように切り替えるこ
とができる。
【００５６】
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　また、本実施形態では、透過モードレジスタ２ｉおよび反射モードレジスタ２ｉを、そ
れぞれ、赤色、緑色および青色の各色に対応して３つずつ設けることによって、透過モー
ドおよび反射モードのそれぞれの画像データの赤色、緑色および青色の各色に対してガン
マ調整を行うことができる。
【００５７】
　なお、今回開示された実施形態は、すべての点で例示であって制限的なものではないと
考えられるべきである。本発明の範囲は、上記した実施形態の説明ではなく特許請求の範
囲によって示され、さらに特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が
含まれる。
【００５８】
　たとえば、上記実施形態では、透過領域を、横方向電界モードによる構成の一例として
ＦＦＳモードにより構成する例を示したが、本発明はこれに限らず、透過領域を、たとえ
ば、ＩＰＳ（Ｉｎ－Ｐｌａｎｅ－Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）モードなど、ＦＦＳモード以外の
横方向電界モードにより構成してもよい。
【００５９】
　また、上記実施形態では、反射領域を、縦方向電界モードによる構成の一例としてＥＣ
Ｂモードにより構成する例を示したが、本発明はこれに限らず、反射領域を、たとえば、
ＴＮモードおよびＶＡモードなど、ＥＣＢモード以外の縦方向電界モードにより構成して
もよい。また、反射領域を、横方向電界モード、たとえば、ＦＦＳモードまたはＩＰＳモ
ードにより構成してもよい。
【００６０】
　また、上記実施形態では、ＨＳＷ４と透過表示用画素電極１４ａとの間、および、ＨＳ
Ｗ４と反射表示用画素電極１４ｂとの間に、画素トランジスタ１２ａおよび１３ａと、画
素トランジスタ１２ｂおよび１３ｂとの２つの画素トランジスタをそれぞれ配置する例を
示したが、本発明はこれに限らず、配置するトランジスタは１つであってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００６１】
【図１】本発明の一実施形態による液晶表示装置の全体構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の一実施形態による液晶表示装置の画素部分における等価回路図である。
【図３】本発明の一実施形態による液晶表示装置の画素部分における断面図である。
【図４】本発明の一実施形態による透過表示用画素電極の平面図である。
【図５】本発明の一実施形態による画素の透過領域（ＦＦＳモード部分）において、電極
にオフ電圧を印加した際の液晶の配向状態について説明するための図である。
【図６】本発明の一実施形態による画素の透過領域（ＦＦＳモード部分）において、電極
にオン電圧を印加した際の液晶の配向状態について説明するための図である。
【図７】本発明の一実施形態による画素の反射領域（ＥＣＢモード部分）において、電極
にオフ電圧を印加した際の液晶の配向状態について説明するための図である。
【図８】本発明の一実施形態による画素の反射領域（ＥＣＢモード部分）において、電極
にオン電圧を印加した際の液晶の配向状態について説明するための図である。
【図９】本発明の一実施形態による液晶表示装置の駆動ＩＣの構成を示すブロック図であ
る。
【図１０】本発明の一実施形態による液晶表示装置のガンマ調整における動作を説明する
ための図である。
【図１１】本発明の一実施形態による液晶表示装置のガンマ調整における動作を説明する
ための図である。
【図１２】本発明の一実施形態による液晶表示装置のガンマ調整における動作を説明する
ための図である。
【図１３】本発明の一実施形態による液晶表示装置のガンマ調整における動作を説明する
ための図である。
【符号の説明】
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【００６２】
２　　　　　駆動ＩＣ（駆動回路）
２ｆ　　　　ＣＯＭアンプ（共通電位供給部）
２ｇ　　　　ガンマ調整部
２ｉ　　　　透過モードレジスタ（透過モード記憶部）
２ｊ　　　　反射モードレジスタ（反射モード記憶部）
２ｋ　　　　ガンマ調整回路
２ｌ　　　　切替スイッチ
５　　　　　バックライト
１１ａ　　　透過領域
１１ｂ　　　反射領域
１４ａ　　　透過表示用画素電極
１４ｂ　　　反射表示用画素電極
１５ａ　　　透過表示用共通電極
１５ｂ　　　反射表示用共通電極
２０　　　　基板
４０　　　　基板
５０　　　　液晶

【図１】 【図２】
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15b，基板20 40）和用于控制施加到反射显示像素电极的灰度信号的驱动IC 2，驱动IC 2包括透射显示公共电极15a和反射显示公
共电极15b。调整灰度信号的伽马调整，以便适合于根据显示模式的透射
区域11a和反射区域11b之一，并且COM放大器2f同时施加彼此反转的公
共电位信号。和2克。 [选图]图9


